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真

撰

を

中

心

と

し

て

―
―

研
鑽
の
伝
承
に
つ
い
て

伝
教
大
師
最
澄
の
撰
述
と
し
て
伝
わ
る
も
の
、
凡
そ
一
二
二
部
を
数
え
る
が
、
そ
の
内
真
撰
は
六
九
部
、
後
世
の
偽
作
は
二
六
部
、
真

偽
未
決
は
二
七
部
で
あ
る
。
今
こ
こ
で
は
真
撰
中
法
華
に
関
す
る
も
の
五
二
部
を
資
料
と
し
て
、
最
澄
の
法
華
研
鑽
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
に
す
る
。

先
の

「伝
教
大
師
の
法
華
研
鑽
に
つ
い
て
」

（立
正
史
学
二
八
号

・
桂
林
学
叢
五
号
）
は
そ
の
副
題
に
示
す
よ
う
に
、
彼
の
入
唐
将
来

目
録

（
延
暦
二
四
年

・
八
〇
五
）
を
中
心
に
し
て
述
べ
た
。
そ
れ
は
彼
の
教
学
の
伝
承
を
探
求
す
る
重
要
な
課
題
で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
等

を
基
礎
と
し
て
日
本
天
台
を
開
立
す
る
に
至
る
迄
の
、
教
学
的
な
発
展
過
程
も
亦
重
要
な
論
題
で
あ
り
、
そ
の
論
題
の
中
心
と
な
る
べ
き

法
華
教
学
に
つ
い
て
集
約
的
に
論
述
す
る
た
め
に
は
、
多
く
の
撰
述
中
特
に
法
華
に
関
す
る
真
撰
の
み
を
取
材
す
る
も
の
で
あ
る
。
詳
細

は
末
尾
の

「真
撰
伝
教
大
師
法

‘
華
研
鑽
年
表
」
に
は
つ
も
の
と
す
る
。

伝
教
大
師
の
法
華
研
鑽
に
つ
い
て

（続
編
）

城
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最

澄

の
撰

述
と
剤
漢

に

つ
い
て

撰
述
の
最
初
の
も
の
と
し
て
は
、
比
枝
寺
中
堂
創
建

（
延
暦
七

・
七
八
八
）
の
前
年
の
作
で
あ
る
発
願
文
に
始
ま
る
。
即
ち
、
衆
生
救

済
の
菩
薩
行
を
尽
未
来
際
ま
で
休
止
せ
ず
と
誓

っ
た
学
徒
立
志
の
文
辞
は
、
読
者
の
肺
腑
を
刺
す
も
の
で
あ
る
。
つ
づ
い
て
中

堂

落

慶

（
延
暦

一
三

・
七
九
四
）
更
に
平
安
遷
都
あ
り
、
延
暦
二
〇
年

（
八
〇

一
）
に
は
南
都
の
十
大
徳
を
請
じ
て
、
法
華
十
講
法
会
を
催
し
妙

法
普
及
の
第

一
歩
を
踏
み
出
さ
ん
と
し
た

「請
十
大
徳
書
」
を
見
る
の
で
あ
る
。

末
法
灯
明
記
は
通
称
こ
の
年
に
撰
述
さ
れ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
同
書
の
真
偽
に
つ
い
て
は
学
者
に
よ
っ
て
異
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
上
杉

文
秀
の

「
日
本
天
台
史
」

（大
正
三
・
一
九

一
三
）
に
は
真
撰
、
こ
れ
を
受
け
て
獅
子
工
円
信
は
真
撰
と
判
定
す
る
も
、
こ
の
間
に
島
地
大
等

「
天
台
教

学
史
」

（昭
和
四
・
一
九
二
六
）
梅
田
円
紗
共
に
真
偽
末
決
と
す
る
が
い
づ
れ
も
こ
の
書
の
出
現
時
期
は
示
さ
ず
未
了
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
然
る
と
こ
ろ

井
上
光
貞
は

「中
古
天
台
と
末
法
灯
明
記
」

（昭
和
四
八
・
一
九
七
三
）
に
院
政
時
代

（
一
〇
八
六
２

一
三
三
三
）
に
で
き
た
…
…
中
古
天
台
的
な
に
お

い
を
感
じ
る
が
、
中
古
天
台
の
典
籍
が
偽
書
と
し
て
も
無
価
値
で
は
な
い
、
次
の
時
代
に
法
然
・
栄
西
。
日
蓮
・
親
驚
等
が
こ
の
一
書
に
強
い
愛
着
を
覚

え
、
絶
大
な
は
げ
ま
し

（思
想
的
影
響
）
を
受
け
た
も
の
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
今
尚
ほ
真
偽
未
了
の
撰
述
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
大
い
に

鑽
仰
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
も
、
真
撰
を
中
心
と
し
て
の
論
程
に
は
、
今
後
い
づ
れ
の
書
と
い
え
ど
も
こ
れ
を
割
愛
し
、
更
に
後
日
の
研
究
に
ま
つ
も
の

と
す
る
こ
と
を
了
承
さ
れ
た
い
。

そ
の
翌
延
暦
二

一
年

（
八
〇
二
）
八
月
高
雄
で
法
華
を
講
じ
入
唐
求
法
を
請
う
上
表
を
見
た
。
そ
の
縁
由
す
る
と
こ
ろ
は
、
前
掲
の
小

著
に
あ
る
如
く
、
奈
良
時
代
に
伝
来
し
た
天
台
の
諸
著
述
を
入
手
す
る
も
そ
の
写
本
に
多
く
の
誤
字
、
脱
字
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
南
都
の

論
宗
は
経
文
を
引
用
す
る
も
経
典
そ
の
も
の
を
所
依
と
せ
ず
、
天
台
の
経
は
論
の
本
、
論
は
経
の
末
な
れ
ば
、
彼
自
ら
中
国
に
赴
い
て
親

し
く
天
台
の
典
籍
を
伝
え
、
法
華
経
の
深
義
を
求
め
、
天
台
宗
に
対
す
る
新
た
な
知
見
に
よ
り
、
我
が
仏
教
界
に
対
す
る
革
新
的
な
抱
負
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を
も
た
ら
さ
ん
が
た
め
に
入
唐
求
法
の
熱
願
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
最
澄
は
許
さ
れ
て
延
暦
二
三
年

（八
〇
四
）
請
益
僧

（還
学
僧
）
即

ち
短
期
出
張
の
研
究
員
と
し
て
入
唐
同
翌
二
四
年

（八
〇
五
）
帰
朝
し
、
台
州
に
て
天
台
関
係

一
二
八
部
三
四
五
巻
と
法
具
、
越
州
に
て

天
台
、　
密
教
、　
雑
部
等

一
〇
二
部

一
一
五
巻
、　
総
じ
て
二
三
〇
部
四
六
〇
巻
を
得
た
目
録
を
上
表
文
と
共
に
朝
延
に
奉
呈
し
た
の
で
あ

る
。
そ
の
内
彼
が
法
華
経
及
び
天
台
学
に
関
す
る
も
の
を
重
伝

（小
著
に
掲
載
）
し
た
こ
と
は
、
誤
字
や
脱
字
を
訂
正
し
補
足
す
る
と
共

に
、
当
時
の
法
華
研
鑽
が
天
台
智
者
を
中
心
と
し
て
、
更
に
奥
義
を
究
め
ん
と
し
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
外
に
、　
三
二
部

四
二
巻
の
法
華
経
の
註
疏
、
殊
に
は
天
台
智
者
創
説
の
止
観
法
門
を
解
明
し
た
剤
渓
湛
然
の
註
疏
を
多
数
初
伝
し
て
、
叡
山
仏
教
が
偉
彩

を
放

っ
た
こ
と
も
前
述
の
小
著
に
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
こ
で
最
澄
が
初
伝
し
た
剤
渓
の
も
の
を
か
え
り
み
る
に
、
玄
義
釈
鎖
、
文
句
疏
記
、
妙
法
蓮
華
経
大
意
（明
噴

・
剤
渓
）
、
妙
法
蓮
華

経
三
昧
補
助
儀
、
止
観
補
行
伝
弘
決
、
止
観
文
句
、
止
観
義
例
、
止
観
大
意
の
八
部
で
止
観

・
文
句
は
欠
本
し
て
い
る
が
外
は
全
部
現
存
じ

て
い
る
。
尚
こ
の
外
に
最
澄
の
将
来
せ
な
か

っ
た
剤
渓
の
法
華
疏
科
文
、
摩
訂
止
観
大
科
文
、
同
科
文
の
二
部
は
後
に
円
仁
智
証
に
よ

っ

て
伝
来

（八
五
八
）
し
、
更
に
法
華
文
句
科
文
、
止
観
捜
要
記
、
十
不
二
門
等
が
智
証
録

（八
五
八
）
に
記
さ
れ
、
読
い
て
玄
日
録

（九

一

四
）
に
も
法
華
玄
義
科
文
、
法
華
大
意
、
法
華
五
百
問
論
等
を
見
る
の
み
な
ら
ず
、
涅
槃
再
治
録
、
方
等
懺
補
開
儀
、
維
摩
略
疏
、
維
摩

経
疏
記
等
剤
渓
の
述
作
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
剤
渓
の
著
述
の
大
部
分
は
智
顕
の
著
作
の
註
釈
書
で
、
即
ち
釈
銭
、
記
、
補
行
等
の
所
謂
三
大
部
の
註
釈
を
は
じ
め
、
維
摩
経
疏

記
、
観
心
誦
経
法
記
、
法
華
三
昧
補
助
儀
、
三
大
部
科
文
、
止
観
大
意
、
同
義
例
、
摩
訂
止
観
文
句
欠
本
、
止
観
科
等
は
そ
の
代
表
的
な

も
の
で
あ
る
。
更
に
後
学
を
容
易
に
す
る
た
め
に
、
削
略
本

（対
他
的
論
文
）
の
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
維
摩
経
略
疏
が
同

経
文
疏
の
削
略
本
で
あ
り
、
同
様
に
止
観
大
意
が
止
観
補
行
の
そ
れ
で
あ
り
、
花
厳
骨
目
が
八
十
花
厳
の
削
略
本
で
あ
る
。

そ
れ
等
の
著
述
の
内
容
に
つ
い
て
は

「摩
訂
止
観
」
に
関
す
る
も
の
が
非
常
に
多
い
の
み
な
ら
ず
、
「止
観
補
行
」
に
つ
い
て
見
て
も
、

伝
教
大
師
の
法
華
研
鑽
に
つ
い
て

（続
編
）
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そ
の
引
用
例
が
日
比
宣
正
の

「
唐
代
天
台
学
序
説
」
に
よ
れ
ば

「
玄
義
釈
数
」
に

一
五
〇
、

「文
句
記
」
に
は

一
一
七
ケ
所
の
多
き
に
及

ぶ
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
剤
渓
教
学
発
展
の
基
底
に
は

「
止
観
補
行
伝
弘
決
」
の
あ
る
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
剤
渓
の
教
学
の
根
底
で
あ
る

「
止
観
補
行
伝
弘
決
」
の
完
成
後
に
、

「
止
観
大
意
」
が
出
来
た
こ
と
は
い
う
ま

で
も

な

い

が
、
更
に

「補
行
」
を
研
討
し
て
そ
の
な
か
に
引
用
さ
れ
た
書
目
を
見
る
と
、
内
典
は
四
五
書
目
に
及
ぶ
こ
と

（六
条
学
報
四
九
号
）
を

知
る
と
共
に
外
典
に
二
七
書
目
を
も
数
え
該
書
の
完
成
は
畢
生
の
大
労
作
で
あ

っ
た
。
又
本
書
中
に
現
わ
れ
る
人
名
は

一
六
師

で
あ

る

が
、
前
述
の
内
典
に
新
訳
経
が
多
く
、
そ
の
教
観
二
門
の
教
学
が
殆
ん
ど
こ
れ
よ
り
出
来
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
に
反
し
、
金
剛
智
、
善

無
長
、
不
空
等
新
訳
の
人
師
を
見
な
い
こ
と
は
、
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

最
澄
は
又

「
金
鉾
論
」
を
将
来
し
て
、
こ
こ
に
剤
渓
独
自
の
著
述
を
初
め
て
紹
介
し
た
こ
と
も
晴
目
に
値
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の

結
果
仏
性
遍
在
を
説
い
て
無
性
有
情
の
無
仏
性
論
を
排
し
て
、
草
木
成
仏
に
よ
り
瓦
礫
非
仏
性
論
を
説
破
さ
れ
る
外
、
本
書
に
記
信
論
の

真
如
随
縁
不
変
の
説
を
、
天
台
教
義
の
解
釈
に
依
用
す
る
に
至

っ
た
こ
と
は
大
き
な
特
色
で
あ
る
。

こ
れ
を
も

っ
て
彼
は
大
同
四
年

（
八
〇
九
）

一
乗
院
、
止
観
院
に
於
て
、
始
め
て
法
華
長
講
を
奉
修
し

一
乗
法
を
護
り
、
日
本
国
十
方

世
界
に
そ
の
功
徳
は
遍
く
五
性
皆
成
仏
が
期
待
さ
れ
、
弘
仁
三
年
の
法
華
長
講
会
式
と
な
り
、
二
部
長
講

へ
と
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
。

弘
仁
七
年

（
八

一
五
）
に
は
天
台
依
憑
の
五
宗
十
三
師
を
あ
げ
て
大
師
称
号
の
所
以
を
説
く

「依
憑
天
台
集
」
と
な
り
、
天
台
法
華
実

践
の
迫
力
は
遂
に

「
照
権
実
鏡
」
の
三
権

一
実
の
論
破
、
「守
護
章
」
の
駁
論
、
「法
華
去
惑
」
の
論
陣
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
更
に
内
に

あ

っ
て
は
六
所
に
造
塔
し
て
、
日
本
国
鎮
護
の
祈
願
怠
る
こ
と
な
く
、
休
止
す
る
ま
も
な
く
弘
仁
九
年

（
八

一
八
）
よ
り
同

一
〇
年

（
八

一
九
）
に
は

「
山
家
学
生
式
」
を
制
定
し
て
、
教
義
の
顕
揚
、
僧
風
の
粛
正
に
よ
り
、
山
内
の
清
規
、
国
宝
の
養
成
に
全
力
を
傾
け
た
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
期
し
て
大
同
二
年

（八
〇
七
）
よ
り
弘
仁

一
〇
年

（
八

一
九
）
に
至
り
天
台
法
華
宗
の
年
分
度
者
は
二
六
名
を
数

え
る
に
至

っ
た
。　
そ
こ
で

「内
証
仏
法
血
脈
」
に
よ

っ
て
、　
叡
山
円
宗
の
学
系
と
円
戒
運
動
の
根
拠
を
明
か
し
、

次
い
で

「
顕
戒
論
」
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「決
権
実
論
」
を
著
わ
し

「法
華
秀
句
」
は
、
得

一
論
争
の
最
後
の
大
作
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

思
う
に
弘
仁

一
一
年

（八
二
〇
）
に
は
両
業

（止
観

・
遮
那
）
の
年
分
度
者
二
八
名
を
数
え
る
も
、
そ
の
中
比
叡
に
在
山
す
る
も
の
僅

か
に
一
〇
人
に
満
た
ざ
る
は
、
遮
那
業
の
不
備
に
よ
る

一
因
あ
る
も
、
内
外
の
情
勢
に
鑑
み
、
遍
え
に
戒
坦
建
立
の
熱
願
を
嵯
峨
天
皇
に

奉
上
し

（上
顕
戒
論
表
）
そ
の
本
論
は
前
出
の

「顕
戒
論
」
三
巻
と
な

っ
て
、
南
都
僧
綱
の
反
論
二
八
失
に
精
密
な
論
旨
を
展
開
す
る
大

駁
論
を
見
た
の
で
あ
る
。
然
し
最
澄
畢
生

一
期
の
大
事
で
あ
る
戒
坦
独
立
の
素
願
は
容
易
に
成
就
せ
ず
、
最
澄
の
滅
後

一
七
日
即
ち
弘
仁

一
三
年
六
月

一
一
日
、
允
許
の
官
符
が
下
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
翌
年
最
澄
の
嗣
法
義
真
は
伝
戒
師
と
な
り
、
堂
々
と
円
頓
菩
薩
大
戒
の
伝
授
を
行
い
、
大
師
の
遺
弟
相
侍
り
感
泣
の
態
思
う
に
余

り
ぁ
り
と
謂
わ
ん
。
つ
い
で
天
長
の
勅
撰
に
よ
り
義
真
は

「天
台
法
華
宗
義
集
」

一
巻
を
淳
和
天
皇
に
奉
呈
し
て
、
最
澄
開
宗
の
宗
義
を

明
示
し
た
。
即
ち
教
観
二
門
の
上
に
最
澄
の
教
義
で
あ
る
大
戒
の
独
立

（顕
戒
論
）
、
破
権
顕
実

（照
権
実
鏡
、
守
護
国
界
章
、
決
権
実

論
、
法
華
秀
句
）
を
説
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
日
本
天
台
法
華
宗
は
天
台
、
剤
渓
の
純
然
無
垢
の
祖
承
で
あ
り
、
そ
の
目
的
で
あ

っ
た

大
乗
戒
坦
独
立
の
た
め
に
、
法
華
経
は
も
と
よ
り
、
天
台
智
者
の
教
学
の
解
釈
を
至
上
の
も
の
と
し
た
こ
と
を
知
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。

今

後

の

課

題

以
上
大
略
最
澄
の
法
華
研
鑽
を
、
そ
の
真
撰
を
中
心
と
し
て
概
説
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
正
像
末
を
決
し
三
時
の
破
事
僧
を
論

ぜ
ず
、
天
台
本
覚
思
想
の
展
開
に
つ
い
て
も
資
料
面
の
不
備
に
よ
り
割
愛
の
や
む
な
き
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。
然
し
そ
れ
等
の
教
学
の
す

べ
て
が
、
最
澄
に
出
で
ず
と
し
て
も
日
本
天
台
の
意
義
を
失
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
教
学
の
発
展
史
上
に
独
自
の
教
学
が
出

現
す
る
も
の
と
思
う
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
真
撰
六
九
部

（法
華
関
係
五
二
部
）
は
解
決
ず
み
と
し
て
も
、
あ
と
に
残
る
二
七
部
の
真
偽
末
了
の
著
作
に
つ
い
て
は
、
今
後

伝
教
大
師
の
法
華
研
鑽
に
つ
い
て

（続
編
）
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各
師
の
研
究
指
導
に
よ
り

一
日
も
早
く
解
明
さ
れ
て
、
天
台
教
学
が
更
に
法
灯
増
輝
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
切
望
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
便
宜

上
真
偽
末
決
の
二
七
部
を
略
記
す
る
と
、

三
仏
礼
誦
文

・
根
本
中
堂
本
尊
事

ｏ
華
表
額
文
（延
暦
二
〇
）
・
末
法
灯
明
記

・
在
唐
間
答

ｏ
応
住
持
仏
法
事

・
正
像
末
文

ｏ
一
乗
戒
建

願
記

・
比
叡
山
相
輪
楳
銘

・
面
授
口
決

・
華
表
額
文
（弘
仁

一
一
）
・
註
金
剛
鉾
論

・
合
壇
灌
頂
記

・
薬
師
儀
軌

・
薬
師
如
来
念
誦
法

・
六

天
講
義

・
灌
頂
伝
授
秘
録

ｏ
仏
説
七
倶
胆
仏
母
准
泥
大
明
陀
羅
尼
念
誦
法
門

・
天
台
法
華
宗
学
生
式
問
答

・
三
宝
住
持
集

・
山
王
略
式

ｏ

薬
師
如
来
講
式

・
伝
教
大
師
毎
日
一
千
部
法
華
大
事

・
阿
字
賛
語

・
伝
教
大
師
付
法
文

・
註
仁
王
護
国
般
若
波
羅
密
経

・
新
開
題

等
、
最
澄
の
著
作

一
般
に
も
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
に
偽
作
と
し
て
、
牛
頭
法
門
要
纂

ｏ
修
禅
寺
決

ｏ
本
理
大
綱
集

ｏ
五
部
血
脈
等
の
外
に
も
著
名
な
る
書
目
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で

あ
る
が
今
は
割
愛
す
る
。

終
り
に
最
澄
撰
述
の
真
偽
問
題
に
つ
い
て
は
、
文
学
博
士
石
田
茂
作
先
生
を
は
じ
め
、
獅
子
工
円
信
大
僧
正
、
故
　
森
観
涛
先
生
の
御

教
示
に
よ
る
と
こ
ろ
大
な
る
こ
と
を
記
し
て
、
そ
の
学
恩
を
深
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。
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